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ざ
ま
明
進
会
（
佐
藤　

弥
斗 
議
員
）

民
間
活
力
を
生
か
し
た
施
策
に
賛
意

　

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
安
海　

の
ぞ
み 
議
員
）

新
年
度
当
初
予
算

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
減
量
へ　

新
規
事
業
に
賛
成

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久 
議
員
）

税
金
投
入
の
優
先
度
、

使
い
方
が
間
違
っ
て
い
る

公
明
党
（
安
田　

早
苗 
議
員
）

準
要
保
護
世
帯
新
中
学
１
年
生
対
象

入
学
用
品
費
前
倒
し
支
給
に
賛
意

　
　
　

・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

２２

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

・
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医

２５

療
広
域
連
合
議
会
第
１
回

定
例
会

　
　
　

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

２８

第
１
回
定
例
会

４
／　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２２

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２４

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

５
／　

・
民
生
教
育
常
任
委
員
会
行

１３

政
視
察
…
岩
手
県
盛
岡
市
、 

秋
田
県
横
手
市
、
大
仙
市

（
〜　

）
１５

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会
行

１４

政
視
察
…
岡
山
県
倉
敷
市
、 

大
阪
府
泉
南
市
、
京
都
府

長
岡
京
市
（
〜　

）
１６

討
　
討
　
　

論 
討
　
　

論 
会
派
の
構
成
人
数
に
よ
り
文
字
数
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

　

議
案
第
９
号
、
平
成　

年
度
座

３１

間
市
一
般
会
計
予
算
で
は
、
予
算

編
成
に
当
た
っ
て
、
第
四
次
座
間

市
総
合
計
画
の
目
指
す
ま
ち
の
姿

の
実
現
の
た
め
、
基
本
構
想
に
掲

げ
た
９
つ
の
目
標
に
沿
っ
た
実
施

計
画
事
業
の
着
実
な
予
算
化
を
根

幹
に
据
え
な
が
ら
、精
査
を
重
ね
、

総
額
抑
制
に
努
め
た
上
で
の
予
算

編
成
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
全
庁
組
織
一
丸
と
な
っ

て
新
年
度
以
降
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
認
識
し
な
が
ら
経
費
節
減
を

行
い
、
的
確
な
執
行
管
理
に
努
め

て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
に
加

え
、
国
の
平
成　

年
度
補
正
予
算

３０

を
活
用
し
、
中
学
校
施
設
整
備
事

業
な
ど
、
平
成　

年
度
事
業
の
一

３１

部
を
前
倒
し
で
行
っ
て
い
る
こ
と
。

さ
ら
に
は
、
各
事
業
の
執
行
残
な

ど
を
的
確
に
把
握
し
、
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行
う
こ
と

な
ど
、
新
年
度
予
算
へ
の
負
担
を

寄
せ
る
こ
と
な
く
身
の
丈
に
合
っ

た
堅
実
な
予
算
編
成
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
管
理
運
営
事

業
に
つ
い
て
は
、
小
田
急
相
模
原

駅
前
西
地
区
市
街
地
再
開
発
ビ
ル

内
に
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
が
本
年　
１２

月
に
開
設
予
定
で
す
が
、
多
世
代

に
わ
た
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
を
図
る
上
で
も
重
要
な
施
設

で
あ
り
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

つ
い
て
は
、
防
犯
カ
メ
ラ　

基
分

２０

を
平
成　

年
度
の
設
置
検
討
会
で

２７

検
討
さ
れ
た
未
設
置
箇
所
に
設
置

す
る
も
の
で
、
犯
罪
の
抑
止
力
と

し
て
、
ま
た
、
捜
査
段
階
で
の
有

力
な
手
が
か
り
に
な
る
と
と
も
に
、

証
拠
力
と
し
て
そ
の
意
味
を
持
つ

も
の
で
あ
り
、賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

ご
み
・
資
源
物
分
別
ガ
イ
ド
配

布
事
業
で
は
、
ご
み
・
資
源
物
分

別
ガ
イ
ド
の
内
容
修
正
を
行
い
、

５
年
ぶ
り
の
全
戸
配
布
を
実
施
す

る
も
の
で
、
有
料
化
イ
コ
ー
ル
ご

み
の
減
量
化
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
さ
ら
な
る
ご
み
減
量
化
、
資

源
化
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む

も
の
と
し
て
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
の
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、

障
害
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
一
貫
し

た
相
談
支
援
や
権
利
擁
護
の
た
め

の
援
助
を
行
い
な
が
ら
、
各
関
係

機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

推
進
す
る
も
の
で
、
障
が
い
者
が

住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
支
援
体
制
を
構
築
す
る

も
の
で
あ
り
、賛
意
を
表
し
ま
す
。

自
民
党
・
い
さ
ま
（
吉
田　

義
人 
議
員
）

精
査
を
重
ね
た
堅
実
な
予
算
編
成
に
賛
意

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
加
藤　

陽
子 
議
員
）

介
護
保
険
料
は
介
護
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
使
う
べ
き

座
間
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
反
対

日
本
共
産
党
（
中
澤　

邦
雄 
議
員
）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
料
の
値
上
げ
に
反
対

ざ
ま
大
志
会
（
池
田　

徳
晴 
議
員
）

基
地
返
還
地
の
公
園
整
備
費
の
軽
減

サ
ッ
カ
ー
が
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
広
場
整
備
を
評
価

立
ち
寄
り
や
す
く
、
年
代
や
性
別

を
問
わ
ず
、
気
軽
に
利
用
で
き
る

新
た
な
交
流
の
場
、
地
域
と
つ
な

が
る
き
っ
か
け
の
場
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

間
線
の
道
路
整
備
に
は　

億
円
を

５０

超
え
る
と
見
ら
れ
る
税
金
を
投
入

し
、
鈴
鹿
長
宿
の
貴
重
な
景
観
資

源
を
破
壊
す
る
。
こ
う
し
た
税
金

の
使
い
道
は
、
間
違
っ
て
い
る
。

を
表
し
ま
す
。

　

議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

２５

３０

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９

号
）
に
つ
い
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
費
は
、
消
費
税　

％
１０

へ
の
引
き
上
げ
に
伴
う
も
の
で
、

消
費
税
は
、
低
所
得
者
ほ
ど
負
担

感
の
大
き
い
逆
進
性
を
持
つ
た
め
、

消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
し
、

市
内
で
の
消
費
喚
起
や
景
気
の
下

支
え
を
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

本
事
業
を
評
価
し
ま
す
。

　

小
田
急
相
模
原
駅
前
西
地
区
市

街
地
再
開
発
ビ
ル
内
に
カ
フ
ェ
や

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
、

民
間
活
力
を
生
か
し
た
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
を
本
年　

月
に
開
設
す
る

１２

と
の
こ
と
で
す
。
現
在
、
市
内
で

は
既
存
の
公
共
施
設
な
ど
を
拠
点

と
し
た
市
民
活
動
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
活
動
に

踏
み
出
し
に
く
い
新
住
民
、
定
年

退
職
者
、
若
年
層
の
方
々
な
ど
が

　

総
合
防
災
備
蓄
倉
庫
整
備
事
業

で
は
、
数
百
万
円
の
耐
震
診
断
を

ケ
チ
り
、
数
億
円
と
言
わ
れ
る
擁

壁
の
安
全
対
策
工
事
を
ケ
チ
る
一

方
で
、
都
市
計
画
道
路
座
間
南
林

　

議
案
第
９
号
、
平
成　

年
度
座

３１

間
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

本
予
算
は
、
第
四
次
座
間
市
総
合

計
画
の
推
進
を
基
本
と
し
、
特
に

新
た
に
加
え
た
３
本
の
柱
の
一
つ

で
あ
る
、
子
ど
も
・
子
育
て
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
内
容
で

あ
る
こ
と
か
ら
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

第
２
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

小
田
急
相
模
原
駅
前
西
地
区
市
街

地
再
開
発
ビ
ル
内
に
移
転
し
ま
す
。

広
さ
は
約
４
倍
に
な
り
、
駅
前
の

立
地
を
生
か
し
、
子
供
た
ち
や
保

護
者
に
と
っ
て
、
利
便
性
の
向
上

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

新
中
学
１
年
生
と
な
る
生
徒
が

い
る
準
要
保
護
世
帯
を
対
象
に
し

た
入
学
用
品
費
の
前
倒
し
支
給
に

つ
い
て
は
、
公
明
党
と
し
て
も
要

望
し
て
き
た
事
業
で
あ
り
、
賛
意

に
よ
り
行
う
新
た
な
事
業
を
大
い

に
評
価
し
ま
す
。こ
の
活
動
が
徐
々

に
広
が
り
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
使

う
団
体
、
洗
う
団
体
そ
れ
ぞ
れ
が

増
え
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

市
内
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
使
い
捨

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
食
器
の
削
減
に

向
け
、
３
千
個
の
リ
ユ
ー
ス
食
器

を
購
入
し
、
食
器
の
回
収
、
洗
浄
、

乾
燥
、
納
品
ま
で
の
作
業
を
委
託

広
場
な
ど
に
整
備
す
る
も
の
で
、

工
事
費
が
軽
減
で
き
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
施
設
整
備

等
に
力
を
入
れ
て
い
る
ざ
ま
大
志

会
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
サ
ッ

カ
ー
が
で
き
る
多
目
的
広
場
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
充
実
へ

の
取
り
組
み
を
評
価
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
返
還
地
の
公
園

整
備
は
、
急
な
斜
面
地
で
あ
る
こ

と
や
、
大
量
の
建
設
発
生
土
が
生

じ
る
こ
と
な
ど
が
課
題
で
し
た
が
、

建
設
発
生
土
を
隣
接
す
る
大
坂
台

公
園
斜
面
地
へ
搬
入
し
、
造
成
す

る
こ
と
で
、
約
２
３
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
の
平
坦
地
と
し
て
多
目
的

の
範
囲
で
、
そ
れ
ぞ
れ
値
上
げ
さ

れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
減
少

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
中
、

本
市
が
健
康
文
化
都
市
宣
言
を
し

て
い
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
市
民

の
健
康
増
進
の
た
め
に
も
、
ス
ポ

ー
ツ
を
奨
励
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
が
、
こ
れ
に
逆
行
す
る
ス
ポ
ー

ツ
施
設
使
用
料
の
値
上
げ
に
反
対

し
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
使
用
料
設
定
に
当

た
っ
て
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

４
月
１
日
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使

用
料
が
値
上
げ
さ
れ
ま
す
。
座
間

市
民
球
場
は
２
８
０
０
円
、
新
田

宿
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
１
４
０
０
円
、

ひ
ま
わ
り
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

７
０
０
円
、
市
民
体
育
館
の
大
体

育
室
は
３
千
円
、
中
体
育
室
は
１

４
０
０
円
、
弓
道
場
は
６
０
０
円

に
そ
れ
ぞ
れ
値
上
げ
さ
れ
ま
す
。

学
校
屋
外
運
動
場
の
照
明
設
備
に

つ
い
て
も
、
Ａ
照
明
が　

％
か
ら

３９

　

％
、
Ｂ
照
明
が　

％
か
ら　

％

４６

４６

４８

介
護
保
険
料
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
・
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
使

う
べ
き
で
あ
り
、
一
般
介
護
予
防

事
業
に
使
う
こ
と
は
妥
当
で
は
な

い
こ
と
か
ら
反
対
し
ま
す
。

　

条
例
改
正
案
で
は
、
介
護
保
険

料
の
余
剰
を
積
み
立
て
る
基
金
の

使
途
と
し
て
、
介
護
・
生
活
支
援

が
不
要
な
方
の
一
般
介
護
予
防
事

業
に
も
充
当
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。


